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ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
や
専
門
職

の
配
置
な
ど
よ
り
も
、
国
の
示
す
実
質

公
債
費
比
率
や
新
型
交
付
税
が
注
目
さ

れ
、
ま
す
ま
す
困
難
な
行
政
運
営
が
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
で
も

運
が
悪
い
と
い
う
言
い
方
で
自
ら
の
失

敗
の
言
い
訳
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
他

人
の
責
任
に
し
て
し
ま
う
「
沈
む
心
」

で
は
な
く
、
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
「
浮
か
ぶ
心
」
を
持
つ
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

さ
て
、
一
部
の
知
事
や
公
務
員
の
不

祥
事
が
次
々
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
、
合
併
し
た
町
の
住
民
の
皆
さ

ま
や
職
員
が
意
識
を
切
り
替
え
、
新
し

い
容
器
（
町
）
に
自
ら
を
合
わ
せ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
前
述
の
三
つ
の
壁
を
こ
わ

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
温
泉
町
が
誕
生
し
て
15
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
は
、

東
西
に
分
か
れ
た
市
民
が
一
緒
に
な
り

た
い
と
い
う
願
望
に
よ
っ
て
心
の
壁

が
壊
れ
、
次
い
で
ハ
ン
マ
ー
を
振
っ
て

あ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を
壊
し
ま
し

た
。
や
が
て
東
西
は
統
一
さ
れ
、
一
つ

の
国
に
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ま
ず

心
の
壁
が
こ
わ
さ
れ
、
モ
ノ
の
壁
が
こ

わ
さ
れ
、
そ
し
て
仕
組
み
の
壁
が
こ
わ

さ
れ
た
印
象
に
残
る
例
を
私
た
ち
は

知
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
は
、
好
む
と
好
ま
ざ

る
と
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
論
議
は

あ
っ
た
も
の
の
、「
心
」「
モ
ノ
」「
仕

組
み
」
の
順
序
が
全
く
逆
の
パ
タ
ー
ン

を
た
ど
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
。合
併
効
果
や
行
政
の
棚
卸
し
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

謹
ん
で
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
温
泉
町
長　

馬　

場　

雅　

人

住民の誇りである「山陰海岸国立公園」を世界の公園へ
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心
の
壁（
意
識
の
壁
）、モ
ノ
の
壁（
物

理
的
な
壁
）、
仕
組
み
の
壁
（
制
度
の

壁
）
の
う
ち
一
番
難
し
い
の
が
心
の
壁

を
壊
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
意
識
改
革
で

す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
住

民
の
皆
さ
ま
と
心
を
通
い
合
わ
せ
、
孔

子
の
告
げ
た
「
恕
の
精
神
（
お
も
い
や

り
、い
つ
く
し
み
）」や
孟
子
の
い
う「
忍

び
ざ
る
の
心
（
他
人
の
悲
し
み
や
不
幸

を
み
る
に
忍
び
な
い
心
）」
を
共
有
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
の
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
樹
木
の
植
栽
や
年

末
の
企
業
、
団
体
、
個
人
に
よ
る
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
、
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
は
ま
さ
に
〝
参
画
と
協
働
〟
の

活
動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
新
温
泉
町
は
豊
か
な
自
然

と
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
イ

カ
（
ホ
タ
ル
イ
カ
）、
カ
ニ
（
松
葉
ガ

ニ
）、
ニ
ク
（
但
馬
ビ
ー
フ
）
と
い
う

日
本
の
グ
ル
メ
の
代
表
格
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま
で
住
民
の

皆
さ
ま
、
議
会
と
の
合
意
形
成
が
必
要

で
す
が
、〝
ロ
マ
ン
〟
と
〝
そ
ろ
ば
ん
〟

の
調
和
を
目
指
し
て
「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
の
ユ
ネ
ス
コ
認

証
取
得
」「
加
藤
文
太
郎
（
小
説
『
孤

高
の
人
』
の
モ
デ
ル
）
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
化
」「〝
日
本
三
百
名
山
〟
で
あ
る
扇

ノ
山
の
ア
ピ
ー
ル
」
な
ど
を
具
体
化
し

た
く
思
い
ま
す
。

　
「
良
い
町
」
と
は
、
社
会
的
弱
者
と

い
わ
れ
る
高
齢
者
、
子
ど
も
た
ち
、
障

が
い
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
、
し

か
も
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
だ
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、「
幸
福
」
と
は
、

一
つ
に
、好
き
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

　
（
勝
手
な
こ
と
で
は
な
い
）

二
つ
に
、心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と
。

　
（
万
一
の
時
の
医
療
が
確
保
さ
れ
て

　

い
る
こ
と
）

三
つ
に
、
心
の
ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と
。

　

以
上
の
３
つ
を
満
た
す
こ
と
だ
と
言

わ
れ
ま
す
。
も
う
一
度
ふ
る
さ
と
の
良

さ
、
優
位
性
を
認
識
し
て
課
題
事
項
の

確
実
な
解
決
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
巻
頭
言
は
、『
登
り

坂
と
下
り
坂
は
、
一
つ
の
同
じ
坂
で
あ

る
』
で
す
。

　

本
年
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ＣＡＴＶ事業の浜坂地域への延伸を検討

公立浜坂病院の医師確保が緊急課題
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住
民
の
視
点
で
大
綱
策
定

　

住
民
の
視
点
で
行
財
政
改
革
を
進
め

る
た
め
、
住
民
代
表
の
委
員
に
よ
る
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
設
置
と
、
住

民
政
策
コ
メ
ン
ト
制
度
を
実
施
し
ま
し

た
。
委
員
会
で
は
、
町
職
員
の
意
識
改

革
の
必
要
性
や
、
建
設
事
業
の
抜
本
的

見
直
し
な
ど
に
対
し
て
強
い
意
見
が
出

さ
れ
、
そ
の
結
果
は
町
長
に
答
申
（
平

成
18
年
10
月
11
日
付
）
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
住
民
政
策
コ
メ
ン
ト
制
度
で
は
、

大
綱(

案)

を
公
表
し
、
住
民
の
皆
さ
ま

に
意
見
や
情
報
提
供
を
募
集
し
ま
し
た

が
、
意
見
応
募
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

大
綱
と
実
施
計
画
の
概
要

　

大
綱
は
行
財
政
改
革
の
指
針
で
あ

り
、
５
つ
の
基
本
目
標
と
23
の
重
点
項

目
を
定
め
て
い
ま
す
。
実
施
計
画
は
大

綱
の
着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
実
施

内
容
や
数
値
目
標
な
ど
の
具
体
的
改
革

事
項
を
定
め
た
も
の
で
、
78
の
実
施
項

目
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
集
中
的

に
改
革
を
行
う
た
め
、
取
組
期
間
は
平

成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
４

年
間
と
し
て
い
ま
す
。

自
立
で
き
る
町
を
目
指
し
て

　

町
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
、

不
断
の
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
行
財
政
改
革
大
綱
を
策

定
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
理
解
が
得
ら

れ
、
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
早
急

に
実
施
し
て
、
自
立
で
き
る
町
を
目
指

し
ま
す
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維

持
す
る
よ
う
努
め
ま
す
が
、
住
民
の
皆

さ
ま
に
も
「
自
ら
で
き
る
こ
と
は
自
ら

が
行
う
」
と
い
う
自
立
の
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
温
泉
町
行
財
政
改
革
大
綱
と

　
　

実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

将
来
に
わ
た
る
強
固
な
財
政
基
盤
を
つ
く
り
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
行
政
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、「
行
財
政
改
革
大
綱
」
と
そ
の
「
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
本
町
は
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
継
続
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
行
財
政
改
革
は
住
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
進
め
て
い
く
重
要
な
取

り
組
み
で
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行財政改革大綱（５つの柱）

１　住民と行政のパート　
　ナーシップの構築

２　健全な財政基盤の確立

３　事務・事業の再編、整理

４　組織・機構の整備と人
　事管理の適正化

５　行政サービスの向上と
　新時代の行政の推進
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広報しんおんせん（1月号）

基本目標１　住民と行政のパートナーシップの構築
重点項目 実施項目 実施内容・数値目標
行政への
住民参加
の促進

審議会等附属機関の公募委員
制の導入

住民参画の対象となる審議会等に公募委員を選任し、平成 21 年
度に公募委員を 10％以上とします。

住民参加手法の導入と拡充 平成 18 年度から住民政策コメント制度やまちづくりアイデアは
がきを導入するなど、住民から意見が出しやすい手法を採り入れ
ました。

議会住民懇談会の開催 平成 19 年度から議員懇談会を開催し、意見交換を行います。
自治会組織等と行政との連携
のあり方の検討

行政と住民との協働による地域づくりを推進する観点から自治会
組織、任意団体等との連携協力関係を強化します。

住民のボランティア精神を育
む環境づくり

情報提供、啓発を行い、ボランティア事業に参加しやすい環境を
整えます（ボランタリー登録制度、図書館ボランティアの活用な
ど）

住民と協働によるまちづくり アドプトプログラムなどを活用し、住民の協力で道路や河川など
の管理を行う制度を整え、コミュニティの醸成を図ります。

公正の確
保と透明
性の向上

情報提供の充実 住民が町政に関心を持ち、町政の情報を的確に伝えるため、広報
誌、ホームページやケーブルテレビなどによる情報提供を充実し
ます。

情報提供と説明責任（出前講
座の充実）

出前講座のメニューを増やして利用しやすい制度とし、行政の取
組内容のお知らせや環境・人権啓発を行います。

会議等の公開 公正で透明な行政を進めるため、平成 18 年度から段階的に会議
を公開し、意思形成過程の公開に努めます。

男女共同
参画社会
の構築

男女共同参画社会プランの策定 平成 18 年度に男女共同参画社会プランを策定し、町内全域で計
画を推進します。

（仮称）男女共同参画センター
の設置

男女共同参画の情報発信、拠点施設となる（仮称）男女共同参画
センターの設置を検討します。

審議会等附属機関への女性委
員の登用

女性の意見や視点をまちづくりに反映させるため審議会等への女
性委員の登用を行い、平成 21 年度までに 30％以上とします。

効果額（累積効果額） なし

基本目標 2　健全な財政基盤の確立
重点項目 実施項目 実施内容・数値目標
経費の削
減と財政
の健全化

財政計画、行財政状況の策定
及び公表

財政計画を策定し、公表します。町の財政状況を理解いただくた
め毎年、決算状況、バランスシート等をわかりやすく公表します。

健全財政の確保 財政指標の平成 21 年度目標値を設定します。（経常収支比率
90％未満、実質公債費比率 18％未満、起債制限比率 14％未満、
財政調整基金残高を標準財政規模の 5％以上）

財政計画上の事業の抜本的
見直し

平成 18 年度から投資的事業を抜本的に見直し、事業の抑制及び
総額抑制を行います。

行政評価を活用した予算編成 行政評価に基づいて予算編成を成果主義へ転換します。平成 19
年度には特別会計への繰出金を見直します。

通常経費の削減 リースの複数年契約など委託業務の見直し等いっそうの経費節減
を行い、平成 20 年度からは 10％の削減を継続します。

未利用地
等の売却
処分の推
進

町有財産の総点検と未利用
地等の売却処分等

町有地・施設の活用方法を検討し、利用計画のない遊休地は計画
的な売却処分を行います。

住宅造成事業の未売却区画
の販売

未売却区画（3 区画）を平成 20 年度までに完売します。
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基本目標 2　健全な財政基盤の確立
重点項目 実施項目 実施内容・数値目標
使 用 料・
手数料の
適正化

不均一となっている料金等
の一元化

水道使用料や下水道使用料を負担公平の原則から早期に一元化し
ます。（水道・平成 23 年度、下水道・平成 22 年度）

各使用料・手数料の見直し方
針策定

行政サービスの原価を検証しつつ、適正な受益者負担の観点から、
使用料・手数料の額や減免基準の見直す方針を策定します。

各使用料・手数料の見直し 方針に基づいてごみ手数料（平成 21 年度）、体育施設使用料・健
診自己負担金（平成 20 年度）などの見直しを行います。

各種大会・講座等の参加費の
徴収

平成 19 年度から各種大会、講座等の参加費の徴収を段階的に実
施します。

税・税外
収入確保
対策の実
施

町税収納率の向上 徴収対策の強化、滞納整理の促進によって町税の収納率を上げま
す。（平成 18 年度以降、現年課税分収納率 98％以上）

法人税の確実な賦課 法人税の課税客体を確実に把握して賦課します。
特別減免制度の廃止、既存税
率等の見直し

政府登録旅館に対する減免措置、減免条例の見直しを行い、平成
22 年度に廃止します。

新たな財源の確保等 新たな目的税の導入を検討するとともに、広報誌への広告掲載な
ど収入確保対策を実施します。

公共工事の
コスト縮減

公共工事コスト縮減に関す
る行動計画の策定と実施

公共工事におけるコスト縮減を図るためチェックマニュアルを配
布し、平成 19 年度で 10％の削減を図ります。

公営企業
等の経営
健全化

下水道事業の経営健全化 ・下水道事業経営計画を策定し、企業会計を見据えたスケジュー
　ルを策定します。
・平成 22 年度までに下水道料金の一元化を行います。
・住民への啓発を行い、下水道接続率の向上に努めます。
　（平成 21 年度目標　浜坂地域 83％、温泉地域 66%）
・施設の効率的な管理を行い、経費の低減を図ります。

水道事業の経営健全化 ・中期経営計画を策定するとともに、経常経費の削減を図ります。…
・上水道、簡易水道料使用料を平成 23年度までに一元化します。…
・水道使用料を確実に徴収するよう努め、平成 19年度で現年度徴
　収率を 99％目標とします。

公立浜坂病院の経営健全化 ・効率的で計画的な経営改革を実施するため、地方公営企業法の
　全部適用を検討します。
・レセプト点検強化により医療費の適正化を図ります。（年間減点
　率を 0.2 以下）
・経営のスリム化を図るため、現状の機能に即した診療体制を確
　保します。（職員の効率のよい人員配置など）
・地域医療検討委員会を設置し、診療所を含めた医療体制につい
　て調査検討を行います。

入札制度
の見直し

公共工事の入札、契約制度の
改善

平成 18年度に業者格付け、発注基準・指名基準を見直すとともに、
入札から契約までの事務処理の簡素化を行います。

効果額（累積効果額） 7 億 1,611 万円（17 億 9,889 万円）

基本目標 3　事務・事業の再編、整理
重点事項 実施項目 実施内容・数値目標
事務事業
の見直し

各種団体の調整・統一と見直し 団体の機能強化、内容の充実の観点から、設置目的の同じ団体に
対して統一を支援します。

各種事業（大会、イベント）
の調整・統一

町民の一体感の醸成や事業効果の向上の観点から、旧町単位で実
施している大会、イベントを統一します。

事務の徹底した効率化 住民に信頼される行政を行い、ミスのない的確な事務を行うため、
総点検に取り組み、チェック体制を強化します。

行政資料の見直し 住民の視点でわかりやすい表現、見やすく誤りのない資料を作成
するとともに、各戸配布文書の統合を行います。

公用車の効率的管理 公用車の効率的な運用を行い、台数を削減します。また、平成 19
年度にはマイクロバスの運用基準を定めます。

H19（2007）.1.1

広報しんおんせん（1月号）
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基本目標 3　事務・事業の再編、整理
重点事項 実施項目 実施内容・数値目標
事務事業
の見直し

職員の積極的取り組みの推
進

職員が問題意識を持ち、行政課題に積極的に取り組む制度を作り
ます。（平成 18 年度　職員一人一改善運動など）

選挙投票区の見直しと若者
が行きやすい投票所づくり

平成 20 年度までに小規模投票区や投票時間を見直すとともに若
者が行きやすい投票所づくりに取り組みます。

事業の見直し 浜坂残土処分場の管理運営のスリム化を行うなど、事務事業の見
直しを行います。

診療所の将来の方向付け 町内の 4 診療所が個性化を発揮する取り組みを行います。また、
健康講座と健康指導を行います。

医療費の適正化 40、50 歳代の健診受診率を高めて保健指導、保健教育を行い、
医療費に占める生活習慣病の割合を 30％以下にします。

民間委託
等の推進

公の施設の適正管理 公共施設の利活用計画を策定するとともに、住民のサービス向上
と経費節減の観点から指定管理者制度に移行します。（平成 18 年
度指定管理 33 施設、譲渡施設 29 施設、直営・検討施設 101 施設）

民間委託等の検討 公共性、サービス水準が確保され、経済性が期待できるなどの事
業等については民営化を検討し、順次移行します。

住民との協働と民間活力の
導入

イベントの運営については、地域づくりにつなげるイベントにな
るように運営を住民・民間主導に移行します。

行政評価
制度の導
入

行政（事務事業）評価の実施 事務事業を評価、検証するシステムを構築し、評価結果を予算や
計画の進行管理に活用します。( 平成 18 年度試行、平成 20 年度
本格実施 )

補助金の
整理合理
化

補助金等の見直し 補助金の整理合理化方針を策定して交付基準を統一し、全補助金
の見直しを行います。平成 21 年度までに補助額の 14.4％を削減
します。（廃止 22 件、削減 6 件、終期設定 8 件、継続 42 件）

【再掲】補助団体の整理統合 「各種団体の調整・統一と見直し」のとおり
補助団体等の自立支援 町が行っている団体の事務を見直し、補助団体の運営の自立を支

援します。
効果額（累積効果額） 4,413 万円（1 億 279 万円）

基本目標 4　組織・機構の整備と人事管理の適正化
重点項目 実施項目 実施内容・数値目標
組 織・ 機
構の見直
し

組織・機構の再編 平成 20 年度までに、住民によりわかりやすく、係や課を再編し
てスリム化した組織とします。

支所組織の見直し 地域振興と住民の利便性を考慮し、住民対応の改善を図りながら
支所機能の効率化を図ります。

定員管理
の適正化

定員適正化計画の策定と計
画に基づいた職員数の適正
化

定員適正化計画を策定し、適正な職員配置を行って効率的な行政
運営を行います。平成 22 年度当初には合併時（374 人）に対し
て全体で 12.0％（45 人）の削減を行います。

退職勧奨制度等の推進 平成 18 年度から町独自の退職勧奨制度を推進し、新規採用と若
い職員の登用を行います。

定員外職員の配置見直し 嘱託・臨時職員の必要性や配置基準を見直すとともに、適正な処
遇にします。

給 与・ 手
当等の適
正化

給与体系の見直し 年功的な給料上昇を抑制し、職務・職責に応じた給料構造に変更
します。（平成 18 年度から給料表の水準を引き下げました）

各種手当の見直し 平成 18 年度に調整手当を廃止したほか、管理職手当の減額を継
続し、平成 22 年度までには寒冷地手当を完全に廃止します。ノー
残業デーの徹底を図り時間外勤務手当を縮減します。

新たな任用制度の導入の検
討、勤務形態の弾力化の検討

再任用職員、任期付職員の必要性を検討します。

人材育成
の推進

人材育成基本方針の策定 平成 18 年度に人材育成基本方針を策定し、職位や能力期に応じ
た人事制度、研修制度を行って職員の資質向上を図ります。

計画的な職員研修制度の構
築と職員の意識改革

職員の資質、能力の向上のため、平成 18 年度から専門・接遇・
人権研修など多様な研修を実施しました。

広報しんおんせん（1月号）

H19（2007）1.1
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基本目標 4　組織・機構の整備と人事管理の適正化
重点項目 実施項目 実施内容・数値目標
人材育成
の推進

人事評価制度の導入 平成 19 年度から管理職を対象に人事評価制度を実施し、平成 20
年度には全職員に適用します。

職員の健康管理の充実、強
化

職場環境の改善、健康診断の事後指導などを行い、働きやすい職
場づくりを進めます。

第３セク
ターの経
営評価

出資団体の情報公開の推進 平成 18 年度から㈱温泉町夢公社の営業報告、決算報告をわかり
やすく公表します。

夢公社の経営見直し ㈱温泉町夢公社への町の出資率を見直します。
効果額（累積効果額） 3 億 6,859 万円（12 億 1,372 万円）

基本目標 5　行政サービスの向上と新時代の行政の推進
重点項目 実施項目 実施内容・数値目標
生活者の
視 点 に
立った行
政の運営

利用しやすい役場づくり 住民の満足度を高める接遇に努め、利用しやすく快適な役場づく
りを進めます。（平成 19 年度完全分煙の実施）また、ワンストッ
プ、ノンストップサービスを推進します。

窓口サービスの充実 証明書発行窓口の時間延長（平成 19 年度試行）を行うなど、住
民の視点に立った質の高いサービスを提供します。

ごみの資源化、減量化 平成 21 年度にはごみの排出量を平成 15 年度に比較して 4％削減
します。

環境に配慮した取り組み ＩＳＯのノウハウを活用して節電、節約などの取組を徹底します。
（平成 21 年度は平成 17 年度に対して電気使用量 5％、用紙類使
用量 20％を削減します）

防災体制の整備 平成 18 年度に地域防災計画を策定し、洪水ハザードマップの配
付、各種訓練の実施など、災害に即応できる体制を確立し、安心・
安全のまちづくりを進めます。

計画行政の推進 総合計画、情報化計画、次世代育成支援行動計画、健康増進計画
などを策定し、将来を見据えた行政を行います。

図書館のサービス向上 平成 18 年度には移動図書館車の運行を温泉地域へ拡大したほか、
他図書館と連携体制を強化してサービスの充実を行います。

ゆめぐりエクスプレスの利
用率の向上と利便性の充実

住民の交通の利便性を充実するため、浜坂地域との接続を検討し
ます。

行政手続の
簡素化と住
民の利便性
の向上

行政手続の簡素化 申請書、届出書等の様式を見直し、添付書類の簡素化や押印の省
略など手続の簡素化を行います。

電子申請の検討 平成 20 年度実施を目指して、インターネットを活用した電子申
請の準備を進めます。

電子自治
体の推進

情報施設の地域間格差の解
消

住民に均一の情報提供を行うことのできる情報基盤整備を行い、
サービスの向上と便利な生活が確保できるよう努めます。（平成
21 年度、ケーブルテレビ事業の浜坂地域への延伸など）

庁内の情報化と情報管理の
徹底

グループウェアを活用して事務の迅速化、効率化を進めます。セ
キュリティポリシーを策定するなど情報管理の徹底を図ります。

よりよい
子 育 て・
子どもの
育つ環境
づくり

保育内容の充実 平成 18 年度から延長保育の時間延長や、ゆめっこランドにおけ
る預かり保育の検討などを行い、保護者のニーズに対応し、子ど
もにとってよりよい保育を実施します。

保育所の再編整備 浜坂地域における保育所の再編、幼稚園との一元化などの検討を
行い、子どもと保護者の立場で乳幼児の育成環境の整備を行いま
す。

小学校の再編整備 温泉地域の小学校について、よりよい教育環境整備の観点から再
編の検討を行います。

効果額（累積効果額） 107 万円（253 万円）
効果額合計（累積効果額合計） 11 億 2,990 万円（31 億 1,793 万円）

―問い合わせ―
企画課　行革推進係　℡（0796）82 ‐ 5624　
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◆材料（４人分）

・きんかん　800 ｇ

・砂糖　　　300 ～ 350 ｇ
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新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

6 6 9 6 7 9 2
▼
作
り
方

①
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
て
き
ん
か

ん
を
ゆ
で
る
。（
沸
騰
し
て
２
～
３
分
位
）

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

　介護予防を目的に「いきがいデイサービ
ス」を行っている社会福祉協議会。高齢者
に昔ながらの旗織りを通して、楽しい一日
を過ごしてもらおうと二階堂寿江さん（田
井）を講師に 12 月に 12 ブロックの地区
の利用者らが「いとくり」を体験。参加者
らは「思い出がよみがえった。楽しかった」
などと話していました。

　12月 20 日（水）、公立浜坂病院の入院
患者にクリスマスの雰囲気を楽しんでいた
だこうと、サンタクロースの衣装を着た医
師らが入院患者一人ひとりにプレゼンを手
渡しました。松ぼっくりで作ったツリーや
職員が持ち寄ったプレゼントを受け取った
患者らはにっこり。
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
12―

年
頭
に
あ
た
っ
て

　

新
温
泉
町
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か

し
い
新
年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎

え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
町
の
合
併
に
よ
り
発
足
し
ま
し
た

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
も
１
年
余
り
を

経
過
し
ま
し
た
。
私
は
会
長
と
い
う
重

責
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
新
温

泉
町
の
農
業
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
温
泉
町
の
農
業
は
、
海
沿

い
か
ら
山
間
地
域
ま
で
農
地
が
点
在
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
平
地
栽
培
か
ら
高

冷
地
栽
培
ま
で
営
ん
で
い
ま
す
。
ま
た

但
馬
牛
の
飼
育
等
変
化
に
富
ん
だ
農
業

経
営
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
様
な
農
業
が
行
わ
れ
、

楽
し
い
よ
う
な
夢
も
描
か
れ
ま
す
が
、

現
実
を
見
て
み
ま
す
と
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
今
日
、
若
者
の
農
業
離
れ
に
よ

る
後
継
者
不
足
、
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
さ
ら
に
は
耕
作
放
棄
に
よ
る
遊
休

農
地
の
増
加
、
優
良
農
地
の
宅
地
化
な

ど
新
温
泉
町
の
農
業
は
多
く
の
問
題
を

抱
え
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
農
業
委
員
会
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
農
家
の
皆
さ
ま

の
農
業
経
営
の
改
善
は
も
と
よ
り
、

　

な
ど
に
努
め
、
地
域
の
農
業
振
興
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
温
泉
町
農
業
委
員
会
長　

川
元
勝
利　

　
　
　
　

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
温
泉
町
に
は
米
、
野
菜
、
果
実
、

畜
産
な
ど
特
産
品
と
し
て
自
慢
が
で
き

る
農
畜
産
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
心
安
全
な
商
品
を
供
給

で
き
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
し
、
地

元
で
獲
れ
た
作
物
を
地
元
で
消
費
す
る

地
産
地
消
の
基
盤
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
町
外
の
多
く
の
消
費
者
に
向

け
て
新
温
泉
町
の
安
心
安
全
な
農
畜
産

物
の
情
報
を
広
く
発
信
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

　

新
温
泉
町
農
業
委
員
21
人
は
農
業
者

の
代
表
と
し
て
、
活
力
あ
る
農
業
、
農

村
の
再
構
築
に
向
け
、
委
員
一
人
ひ
と

り
が
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
の
共

通
認
識
を
持
ち
、
農
業
を
良
く
す
る
た

め
に
更
な
る
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
農
家
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
な

が
ら
農
業
振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
と

心
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

広報しんおんせん（1月号）

◆
優
良
農
地
の
確
保

◆
集
落
営
農
等
に
よ
る
農
地
の
利
用
集
積

◆
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

◆
違
反
転
用
の
防
止
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TEL（0796）82-5251

　

おはなし会　　 　　　      
　絵本の読み聞かせやおはなし、簡
単な折り紙や工作などをする楽しい
会です。気軽にご参加ください。
◆と 　き　1月13日（土）
　　　　　　午後2時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　『おおさむこさむ』他

子どもシネマの会　　　      
◆と 　き　1月13日（土）
　　　　　　午後3時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館
◆内　容　『雪の女王』
　

1 月の移動図書館車 （浜坂
地域）巡回日の変更 　　  
◇第１水曜日（居組方面）
　1月 3日→ 1月 10日
◇第 2 水曜日（久斗山方面）
　1月 10日→ 1月 17日
◇第 3 水曜日（用土方面）
　1月 17日→ 1月 24日
◇第 4 水曜日（三尾方面）
　1月 24日→１月 31日

1 月の開館案内　　　　      

　1 月 22 日から 2 月 1 日までは
蔵書点検に伴って長期休館とな
るため、1 月 16 日（第 3 火曜日）
は特別に開館します。ご利用くだ
さい。

加藤文太郎
記念図書館

　

「1月のおすすめの本」
ご案内

「大人は伝えているか？‐次代を担う子どもたちのために‐」
鈴木一作著／ＮＰＯ法人「絵本で子育て」センター

　子どもたちはやがて大人となり、家庭、
地域、そして社会を担っていく存在である。
次代を担う子どもたちのために、もっとお
金や時間、知恵、汗、勇気を出し合うべき
と訴える著者。人として生きていく上で、
何が大切かをしっかり考え、きちんと身に
つけた子どもたちを育てていくにはどうす
ればよいかを考える。

「ありがとうボクはしあわせ」
祐森弘子著／編集工房ノア

　難病に立ち向かい 14 歳 11 ヵ月を生き
抜いた少年タクミ君。闘病生活の日々の軌
跡とホームホスピスで見守った医師、そし
て、彼を励まし、また彼に励まされた家族
の心の記録。

「時の “ 風 ” に吹かれて」
梶尾真治著／光文社

　叔父が愛した人に憧れる甥っ子・恭哉は、
タイムマシンで昭和 36 年へタイムスリッ
プしてしまう・・・。「時の “風 ” に吹かれて」
一生独身だと思っていた男に、突然美人の
恋人が出来た。バラ色の人生を迎えようと
していた矢先のこと、その恋人は・・・。「月
下の決闘」など。
　未来へ、過去へとタイムスリップする
ちょっと不思議な物語１１編。

「だいじょうぶだいじょうぶ」
いとうひろし作・絵／講談社

　いつも一緒にいてくれたおじいちゃん。
心配しなくても「だいじょうぶ」。無理し
なくても「だいじょうぶ」といつもぼくを
助けてくれた。「だいじょうぶだいじょう
ぶ」とかけてくれるやさしいおまじない。
今度は、ぼくがおじいちゃんにかけてあげ
る。とてもやさしくなれる絵本。

「七つの季節に」　
斉藤洋著／講談社

　各編に登場する少年たちが大人になるま
でに出会った、ハト、カブトムシ、アラビ
アハツカネズミ、ネコ等の動物にまつわる
不思議な体験の物語。

広報しんおんせん（1月号） 12
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広報しんおんせん（1月号）

まちの求人案内

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

㈱隆栄水産

事務員① 不問 120～ 170
事務員② 不問 140～ 160
販売員 不問 200～ 270
調理師 30～50 276～ 306
ウエーター・
ウエートレス 19～ 50 150～ 210

日本精機宝石工業㈱
生産作業①

不問
115～ 140

生産作業② 120～ 150
生産作業③ 130～ 150

浜美屋食品㈱ 営業 40以下 165～ 245
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 200
㈱マルワ水産運輸 事務員 26～35 150～ 200
㈱田中工業所 土木施工

管理技士 50以下 180～ 220
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 286～ 396
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
山陰道路㈱ 土木管理者・

土木監督者 不問 250～ 300

株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者
㈲福田建機 整備士 20～40 150～ 180
丸瀬興業 土木作業員 不問 180～ 270
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 280
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工工
場管理者 18～50 150～ 180
水産加工員 18～35 145～ 170

㈲ ONE 携帯電話販売員 30以下 130～ 200
守山石油㈱ 給油販売員 20～40 130～ 140
コーナン商事㈱ 店舗スタッフ 18～ 35 185
㈱ E-SATFF 販売 不問 114

㈱朝野家
客室係 不問 225～ 260
営業係 不問 145～ 155
販売係 18～40 140～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
㈱井筒屋 客室係 不問 223～ 249

フロント係 150～ 197
伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155～ 190
川戸自動車工業㈱ 自動車整備士 35 以下 140～ 240
㈱ワークステーション 客室係 不問 158～ 228
総本家　栃泉 菓子製造 45以下 130～ 150
㈲アーサ 美容アシスタン

ト・スタイリスト 不問 105～ 126
湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124
㈱寿荘 フロント係 18～40 180～ 230
沢田医院 事務員 不問 120～ 180

事業所名 職種 年齢 時給（円）

㈱隆栄水産

事務員① 不問 800～ 850
販売補助① 18～ 55

800～ 900販売補助② 不問事務員②
ウエーター・
ウエートレス 19 ～ 50 750～ 950

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
山陰道路㈱ 厨房兼ホール係 不問 700～ 800
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

㈱コメリ中四国地区本部
販売員① 16～ 40 770
販売員② 16～ 40 750～ 760
販売員③ 18～ 45 760～ 800

日本精機宝石工業㈱ 営繕・機械修理 55～ 62 800
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～ 1,000
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400～2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～ 1,000フロアースタッフ
調理補助

たじま農業協同組合 訪問介護員 60 以下 790～ 2,180
㈱トヨダ 販売員 18～ 57 860
㈱白バラドライ 店舗受付 20～ 45 800 ～ 1,000
㈱エスアール データ入力 不問 1,100
㈱みよしや旅館 炊事・配膳 不問 750
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

客室係 不問 1,300
布団上げ 不問 850
布団敷き 不問 800
フロアー係 不問 1,100
まかない係 不問 800

㈱西沢製作所

機械設計 40以下 1,000
現場監督 35以下 1,500
管理責任者 22～ 35 850
バックチェック① 22～ 35 850
バックチェック② 35 以下 800～1,000
工程管理① 22～ 35 850
工程管理② 40 以下 800～ 930
機械保全管理 35 以下 800～1,000

㈱とみや旅館
客室係 不問 1,000～1,300
配膳・洗浄係 不問 750～ 800
オープンカフェ 40 以下 750

㈱朝野家
洗浄係 不問 700～ 750
調理補助 不問 700～ 750
販売係 不問 800

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～1,300
アイケー電機㈱ 機器組立 18 ～ 30 750～1,000
㈱但馬フジクリーン 清掃業務 18 ～ 50 700

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 750厨房スタッフ

　（常　用） 　（パート） 平成 18年 12月 18日現在

－問い合わせ－
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735
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確
定
申
告
説
明
会　

申
告
書
作
成
に
伴
う
説
明

◇
日
時　

１
月
26
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
３
時

◇
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
豊
岡
市
）

株
式
の
譲
渡
所
得
に
伴
う
説
明

◇
日
時　

１
月
26
日
（
金
）

　

午
後
３
時
～
４
時

◇
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
豊
岡
市
）

▼
注
意
事
項

・
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
関
係
書
類

を
送
付
さ
れ
た
人
は
そ
の
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
個
別
の
申
告
相
談
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
書
の
提
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
１
４
４

　
「
以
命
亭
」
企
画
展

な
つ
か
し
の
紙
芝
居
展 

‐
敬
愛
幼
稚
園
の
思
い
出
‐

　

敬
愛
幼
稚
園
は
、
大
正
11
年
か
ら
昭

和
35
年
ま
で
の
半
世
紀
に
わ
た
り
西
光

寺
境
内
に
置
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び

の
寺
の
改
修
工
事
に
伴
い
、
西
光
寺
か

ら
本
町
に
紙
芝
居
な
ど
貴
重
な
資
料
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
消
え
て
約

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.1.1

ご
案
内

広報しんおんせん（1月号）

まちの子育てひろば
ひろば名 期　　日 場　　所 テーマ 申込期限 問い合わせ

ままこみ
1月12日（金）
午前10時～

浜坂保健センター フリースペース 申し込み不要
浜坂保健センター
℡ 82-4646

赤崎まちの子育てひろば
1月16日（火）
午前10時～

赤崎へき地保育所 楽しく遊ぼう 1月 12日（金）
赤崎へき地保育所
℡ 82-3678

諸寄まちの子育てひろば
1月16日（火）
午前10時～

明星保育園 ストーリーテリング 申し込み不要
明星保育園
℡ 82-4831

浜坂まちの子育てひろば
1月18日（木）
午前10時～

浜坂保育所 お正月遊びを楽しもう 1月 16日（火）
浜坂保育所
℡ 82-1360

御火浦まちの子育てひろば
1月18日（木）
午前10時～

御火浦へき地保育所
お正月遊びをしましょう 1月 16日（火）

御火浦へき地保育所
℡ 82-1849

大庭まちの子育てひろば
1月18日（木）
午前10時～

大庭保育所 楽しく遊ぼう 1月 16日（火）
大庭保育所
℡ 82-1239

いちごくらぶ
1月18日（木）
午前10時～

文化会館 新年会 1月 16日（火）
社会福祉協議会浜坂支部
℡ 82-1071

居組まちの子育てひろば
1月26日（金）
午前10時～

居組保育所 楽しく遊ぼう 1月 24日（水）
居組保育所
℡ 82-4034

ままこみ
1月26日（金）
午前10時～

浜坂保健センター フリースペース 申し込み不要
浜坂保健センター
℡ 82-4646

―問い合わせ―
福祉課　児童係　℡（0796）82 － 5620
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絵
本
に
親
し
む
会

▼
日
時　

１
月
26
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
11
時

▼
場
所　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

30
年
。
卒
園
生
は
２
６
０
０
人
以
上
。

懐
か
し
い
紙
芝
居
を
見
て
、
当
時
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

平
成
19
年
１
月
６
日
（
土
）

～
２
月
７
日
（
水
）

▼
場
所　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

懐
か
し
い
紙
芝
居
約
15
点
を

展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

広報しんおんせん（1月号）

H19（2007）.1.1

◇浜坂子育て支援センター
期　日 行事予定 場　　所
  4日（木）おめでとうの会 サンシーホール浜坂  5日（金）ツインズクラブ
  9日（火）絵本読み聞かせ講座 加藤文太郎記念図書館
10日（水）3歳児グループ活動 サンシーホール浜坂11日（木）お正月遊び
12日（金）サポーター育成 浜坂保育所
15日（月）祖父母と孫の日

サンシーホール浜坂

16日（火）「いない　いないばぁ」カードを作ろう
17日（水）2歳児グループ活動
18日（木）リトミック遊びパートⅠ
19日（金）手づくり絵本を作ろう
22日（月）絵本大好きサークル活動
23日（火）折り紙遊び 浜坂保育所
24日（水）1歳児グループ活動

サンシーホール浜坂25日（木）スタンプ遊び
26日（金）ビーズ、手芸サークル

活動29日（月）
30日（火）1月生まれの誕生日会 浜坂保育所
31日（水）0歳児グループ活動 サンシーホール浜坂

―問い合わせ―
浜坂子育て支援センター　℡（0796）82-4152

◇ふれあいセンター「ゆめっこランド」子育て支援部
期　日 時　　間 行事予定
  4日（木）

午前９時～午後３時 自由遊び

  5日（金）
  9日（火）
10日（水）
11日（木）
12日（金）
15日（月）
16日（火）
17日（水）午前 10時 30分～ 11時 お話の会（紙ふうせん）
18日（木）午前９時～午後３時 自由遊び19日（金）
22日（月）午前 10時～ 11時 30分 ハンドベルの会活動日
23日（火）午前 9時 30分～正午 ぐりとぐらの会
24日（水）午前10時～ 11時 30分 はばたんグループ活動日
25日（木）午前10時～ 11時 30分 かにっこグループ活動日
26日（金）午前10時～ 11時 30分 ひよこグループ活動日
29日（月）

午前９時～午後３時 自由遊び30日（火）
31日（水）

―問い合わせ―
ふれあいセンター「ゆめっこランド」℡（0796）92-1095

子育てランド（1月）

敬愛幼稚園
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I N F O R M A T I O N
H19（2007）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

行
政
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月10日（水）
午前9時～ 11時30分 温泉総合支所 温泉地域を対象 温泉総合支所　振興課

TEL（0796）92-1131（代）

午後1時30分～ 4時 サンシーホール浜坂 浜坂地域を対象 総務課　行政係
TEL（0796）82-3111

人
権
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月10日（水） 午前9時～ 11時30分
文化会館 浜坂地域を対象 文化会館

TEL（0796）82-3328
温泉総合支所 温泉地域を対象

年
金
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

1月26日（金） 午前10時～午後3時 浜坂多目的集会施設
年金加入、保険
料支払い、受給
などについて

健康課　国保年金係
TEL（0796）82-5622
温泉総合支所　住民福祉課
TEL（0796）92-1131（代）

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月10日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

1月17日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

1月24日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

1月17日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

1月18日（木） 午後1時～ 3時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

建
物
共
済
加
入
相
談

期　日 時　間 場　所 持参いただくもの 問い合わせ

1月11日（水）
正午～午後6時30分 浜坂多目的集会施設 （新規）

印鑑、建物の延
べ床面積がわか
るもの

（継続）
建物共済加入申
込書、印鑑

美方郡広域事務組合
TEL（0796）92-2410

午後3時～ 6時 諸寄基幹集落センター

2月  7日（水） 午後3時～ 6時30分 浜坂多目的集会施設

2月  8日（木） 午後3時～ 6時 諸寄基幹集落センター

住
ま
い

の
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

1月28日（日） 午後1時～ 3時30分 但馬長寿の郷（養父市）新築、増改築など 但馬長寿の郷
TEL（079）662-8456

各種相談のご案内
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小
・
中
・
養
護
学
校
の

非
常
勤
職
員
の
募
集

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
県
内
の
市

町
組
合
立
小
・
中
・
養
護
学
校
（
神
戸
市

を
除
く
）の
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
勤
務
内
容　

初
任
者
研
修
に
係
る
授

業
の
補
充

▼
報
酬
等

◇
報
酬
は
１
時
間
あ
た
り
２
８
０
０
円

（
平
成
19
年
度
は
若
干
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

◇
交
通
費
は
、
支
給
限
度
額
の
範
囲
で

実
費
支
給

▼
資
格　

希
望
す
る
校
種
の
教
育
職
員

免
許
法
に
定
め
る
小
・
中
・
高
等
学

校
教
諭
普
通
免
許
状
の
所
持
者
ま
た

は
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得

で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
。

▼
願
書
受
付　

平
成
19
年
２
月
１
日
～

３
月
22
日

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

新
温
泉
町
ス
キ
ー
競
技

大
会
参
加
者
募
集

　

住
民
の
皆
さ
ま
の
体
力
づ
く
り
、
ス

キ
ー
技
術
の
向
上
及
び
仲
間
づ
く
り
を

図
る
た
め
開
催
す
る
も
の
で
す
。
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
18
日
（
日
）

　

午
前
８
時
50
分
～

▼
場
所　

県
立
但
馬
牧
場
公
園
ス
キ
ー
場

▼
主
催　

新
温
泉
町
、
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

▼
部
門

◇
大
回
転　

男
女
各
部
門
（
小
・
中
学

生
、
高
校
生
及
び
一
般
）

◇
滑
降　

男
女
各
部
門
（
小
学
生
１
～

３
年
生
、
４
～
６
年
生
）

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

▼
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、
リ
フ
ト

代
な
ど
の
経
費
は
個
人
負
担
）

▼
募
集
期
限　

平
成
19
年
２
月
１
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室（
温
泉
総
合
支
所
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

第
２
回
新
温
泉
町
書
道
展 

出
展
作
品
募
集

▼
と
き　

平
成
19
年
１
月
13
日
（
土
）、

14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

※
14
日
は
午
後
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設　

▼
募
集
要
項

◇
作
品
の
大
き
さ
、
内
容
は
自
由

◇
出
展
数
は
、
一
人
一
点

◇
軸
装
、
額
装
、
仮
巻
等
（
仮
巻
の
必

要
な
人
は
公
民
館
で
貸
し
出
し
ま
す
）

▼
募
集
期
限　

平
成
19
年
１
月
11
日

（
木
）
正
午

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
公
民
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
３
３
９

　
‐財
団
法
人
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金‐

平
成
19
年
度
助
成
金
交

付
団
体
の
募
集

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成
20
年
３
月

ま
で
に
、
但
馬
地
域
で
実
施
す
る
事
業

で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

◇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動　

文
化
芸
術
の

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
自
然
環
境
保
護
な
ど

◇
産
業
活
性
化
の
活
動　

産
業
技
術
の

研
究
開
発
、
商
業
・
観
光
業
の
振
興
、

異
業
種
交
流
な
ど

▼
募
集
期
限　

平
成
19
年
２
月
28
日

（
水
）

▼
申
込
方
法　

助
成
申
請
書
、
事
業
計

画
書
、
収
支
予
算
書
、
過
去
の
実
績

や
現
在
の
活
動
状
況
を
示
す
記
録
、

書
類
及
び
名
簿
等
を
準
備
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金
事

務
局
（
但
馬
信
用
金
庫
本
店
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
２
０
０

広報しんおんせん（1月号）

H19（2007）.1.1

募　

集

スキー競技大会
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上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム 

参
加
者
募
集

　

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は

上
山
高
原
の
自
然
や
、
麓
の
集
落
に
息

づ
く
自
然
と
共
生
し
た
暮
ら
し
を
体
験

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ブ
ナ
の
森
の
育
成
作
業

や
ス
ス
キ
草
原
復
元
に
向
け
た
サ
サ
刈

り
、自
然
観
察
会
や
集
落
の
歴
史
探
訪
、

雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
上
山
高
原
な

ら
で
は
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
ピ
ザ

づ
く
り
教
室

▼
日
時　

平
成
19
年
１
月
20
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
新
温
泉
町
・
兵
庫
県

▼
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中

学
生
３
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
20
人

▼
募
集
期
限　

平
成
19
年
１
月
15
日

（
月
）

か
ん
じ
き
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
日
時　

平
成
19
年
２
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
行
き
先　

茂
平
谷
滝
ま
で
往
復

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
山
高
原
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
新
温
泉
町
・
兵
庫
県

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
０
円

▼
募
集
人
員　

先
着
25
人

▼
募
集
期
限　

平
成
19
年
１
月
31
日

（
水
）

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

「
ゆ
め
ぐ
り
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
の
ご
案
内

　

ゆ
め
ぐ
り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、
本
町
の

補
助
に
よ
り
湯
村
温
泉
～
鳥
取
間
を
１

日
６
往
復
、
12
便
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　　

湯
村
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
鳥

取
砂
丘
、
県
立
鳥
取
中
央
病
院
を
経
由

し
て
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
ま
で
約
60
分
で
結
ん

で
い
ま
す
。
鳥
取
駅
か
ら
は
、
智
頭
急

行
「
ス
ー
パ
ー
は
く
と
」
で
大
阪
、
京

都
へ
、
Ｊ
Ｒ
特
急
「
ス
ー
パ
ー
い
な
ば
」

で
岡
山
方
面
へ
と
列
車
の
乗
り
継
ぎ
も

便
利
で
す
。
早
く
て
便
利
な
「
ゆ
め
ぐ

り
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
料
金

　

湯
村
温
泉
～
鳥
取
間

　
（
大
人
）
１
１
０
０
円

　

※
子
ど
も
料
金
は
半
額

▼
問
い
合
わ
せ

　

全
但
バ
ス
湯
村
温
泉
営
業
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
３
７

省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う
！

冬
の
省
エ
ネ

▼
暖
房
は
、
室
温
20
℃
を
目
安
に
温
度

調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
不
必
要
に
暖
房
機
器
を
、
つ
け
っ
ぱ

な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

▼
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
適
切
な
間
隔
を
あ

け
て
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
機
器
な
ど
を
買

う
時
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

H19（2007）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

お
知
ら
せ

かんじきハイキング

「ゆめぐりエクスプレス」時刻表
湯村温泉発 鳥取駅発

  7:50   8:50
10:05 10:20
11:40 12:15
13:30 13:05
14:55 14:45
16:10 16:15

湯村温泉⇔（鳥取砂丘）⇔鳥取駅間

　所要時間約 60 分
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▼
部
屋
の
照
明
を
購
入
す
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
型
の
電
球
型
蛍
光
ラ
ン
プ
を

使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
省
エ
ネ
し
ま
し
ょ
う

▼
冷
蔵
庫
の
庫
内
は
季
節
に
あ
わ
せ
て

温
度
調
整
を
行
い
、
も
の
を
詰
め
込

み
過
ぎ
な
い
よ
う
に
整
理
整
頓
し
ま

し
ょ
う
。

▼
電
気
ポ
ッ
ト
な
ど
の
電
気
製
品
を
長

時
間
使
わ
な
い
時
に
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
は
電
子
レ

ン
ジ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
た
ま

ま
、
他
の
用
事
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
シ
ャ
ワ
ー
は
お
湯
を
流
し
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
風
呂
は
、
間
隔
を
お
か
ず
に
入
る

よ
う
に
し
て
、
追
い
だ
き
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
車
の
運
転
の
際
に
は
、
経
済
速
度
を

心
が
け
、
急
発
進
、
急
加
速
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
時
は
、
で
き
る
だ
け
車
に
乗
ら

ず
、
電
車･

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機

関
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
は
適
正
に
保
つ
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
で
き
る
限
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

町
民
課　

生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

広報しんおんせん（1月号）

H19（2007）.1.1

高齢者生きがい活動支援通所事業
―1月の予定―

浜坂地域 温泉地域
社会福祉協議会 社会福祉協議会 特養ゆむら

ミニデイサービス 生きがいデイサービス 高齢者いきがい活動
  7日（日） 内山、越坂
  9日（火） 湯１・２

10日（水）
浜坂（本町、地堂一・
二、門陀、柱松、高
見一・二・三）、芦屋

11日（木） 春来 青下
12日（金）境、久斗山
14日（日） 切畑
15日（月）対田
16日（火） 岸田

17日（水）

浜坂（旭町、京口町、
京口一・二、老松町、
栄町、東町一・二・三、
宇都野町、八幡町）

18日（木） 多子 飯野

19日（金）栃谷、田君、七釜、新市、用土
21日（日） 前、田中

22日（月）諸寄（本町、川中町、山根町）、釜屋
23日（火） 伊角

24日（水）諸寄（静岡上・下、吉田町、北町）、奥町
25日（木） 鐘尾 千原、千谷
26日（金）三尾
28日（日） 海上
29日（月）居組
30日（火） 熊谷

31日（水）久谷、高末、正法庵、辺地、藤尾

－問い合わせ－
新温泉町社会福祉協議会浜坂支部

℡（0796）82 － 1071
同温泉支部

℡（0796）92 － 1866
デイサービスセンターゆむら
℡（0796）92 － 2520
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I N F O R M A T I O N

１
月
10
日
は 

　
　
「
１
１
０
番
の
日
」 

　

兵
庫
県
警
察
本
部
は
、
県
民
の
皆
さ

ま
に
１
１
０
番
通
報
を
早
く
、
正
し
く

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
１
月

10
日
を
「
１
１
０
番
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

▼
１
１
０
番
通
報
は
す
べ
て
警
察
本
部

に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す
。

▼
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
通
報
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
携
帯

電
話
か
ら
通
報
さ
れ
る
場
合
は
、

◇
で
き
る
限
り
、
現
場
の
住
所
、
著
名

な
建
物
、
道
路
の
路
線
名
、
交
差
点

名
な
ど
を
確
認
し
て
通
報
す
る
。

◇
通
報
場
所
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

◇
車
両
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
し

な
い
。

◇
現
場
を
再
確
認
す
る
た
め
、
通
信
司

令
室
か
ら
電
話
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
の
電
源
は
切

ら
な
い
。　

な
ど
に
注
意
し
て
、
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

美
方
警
察
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
０
１
１
０

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
制
度
は
、
家
庭
で
の
生
活

の
安
定
な
ど
を
目
的
に
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象
児
童

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
（
小

学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
か
ら
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
所
得
制
限
限
度
額

※
４
人
以
上
は
扶
養
親
族
等
の
数
が
１
人

増
え
る
ご
と
に
38
万
円
を
加
算
し
た
額
。

国
民
健
康
保
険
出
産
育

児
一
時
金
受
取
代
理
制

度
の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
１
月
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
制
度

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
取
代
理
制
度
と
は
、
国
民
健
康
保

険
加
入
の
世
帯
主
に
支
給
し
て
い
た

「
出
産
育
児
一
時
金
」
を
、
事
前
申
請

の
あ
っ
た
医
療
機
関
等
で
出
産
し
た
場

合
、
本
町
が
医
療
機
関
等
に
直
接
出
産

育
児
一
時
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。
出

産
育
児
一
時
金
は
35
万
円
で
す
。

▼
対
象
に
な
る
人

◇
本
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

◇
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
な
ど

（
参
考
）
出
産
費
が
30
万
円
の
場
合
、

医
療
機
関
等
に
30
万
円
支
払
、
5
万

円
を
世
帯
主
に
支
払
い
ま
す
。
出
産

費
が
40
万
円
の
場
合
、
医
療
機
関
等

に
35
万
円
支
払
、
5
万
円
は
被
保
険

者
が
病
院
に
支
払
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

広報しんおんせん（1月号）

H19（2007）.1.1

▼
支
給
額
（
月
額
）

◇
第
１
子　

５
０
０
０
円

◇
第
２
子　

５
０
０
０
円

◇
第
３
子
以
降　

１
万
円

▼
支
払
時
期

　

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
請
求
の
手
続
き

　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手
当
を

受
給
す
る
に
は
、
役
場
窓
口
（
公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）
で
認
定
請
求
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資
格
が
あ
っ
て

も
請
求
を
行
っ
て
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
、
児
童
手
当
を
受
け
る
権
利
は
発
生

し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
児
童
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

扶養親族
等の数 児童手当 特例給付

（厚生年金等加入者のみ）
０人 460 万円 532 万円
１人 498 万円 570 万円
２人 536 万円 608 万円
３人 574 万円 646 万円
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▼
３
種
類
の
国
民
年
金
の
加
入
者

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
職
業
な
ど
に

よ
り
3
種
類
に
分
か
れ
、
手
続
き
や
保

険
料
の
納
め
方
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い

ま
す
。

◇
第
1
号
被
保
険
者

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
自
営
業
者
、
農
林
漁
業
者

と
そ
の
配
偶
者
及
び
学
生
な
ど
の
人
。

◇
第
2
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
（
会
社
員
）
や
共
済

組
合
（
公
務
員
）
に
加
入
し
て
い
る
人
。

◇
第
3
号
被
保
険
者

　

第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
。

▼
加
入
は
20
歳
か
ら

　

20
歳
に
な
る
と
成
人
し
て
社
会
の
中

で
も
多
く
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
義
務
や
責

任
も
生
じ
て
き
ま
す
。
国
民
年
金
も
そ

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

浜
坂
都
市
計
画
道
路
の
変
更
案
を
縦

覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

平
成
19
年
１
月
16
日

（
火
）
～
１
月
30
日
（
火
）

▼
縦
覧
場
所　

◇
町
決
定
及
び
県
決
定
分

　

役
場
（
建
設
課
）

◇
県
決
定
分

　

兵
庫
県
庁
（
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く

り
局
都
市
計
画
課
）

▼
内
容

◇
浜
坂
駅
港
湾
線
県
決
定
の
一
部
線
形

及
び
一
部
区
域
の
変
更

　

◇
芦
屋
線
（
町
決
定
）
の
起
点
、
一
部

線
形
及
び
一
部
区
域
の
変
更

▼
意
見
書
の
提
出　

こ
の
案
に
意
見
の

あ
る
人
は
、
案
の
縦
覧
期
間
中
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
町
決
定
分
は
町
長
宛
、
県
決
定
分
は

知
事
宛
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
（
意
見
書
提
出
）

◇
町
決
定
及
び
県
決
定
分

　

建
設
課　

都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

◇
県
決
定
分

　

兵
庫
県
県
土
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
局

都
市
計
画
課

　

℡（
０
７
８
）３
４
１
‐
７
７
１
１（
代
）

H19（2007）.1.1

広報しんおんせん（1月号）

の
一
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
自
営
業
者
、
会
社
員
、

公
務
員
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
配
偶
者
や

学
生
も
加
入
者
と
な
り
、
基
礎
年
金
を

受
け
る
制
度
で
す
。

　

国
民
み
ん
な
に
よ
る
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
自
分
の
意
思
や
個
人
年
金

の
加
入
の
有
無
に
関
係
な
く
、
20
歳
に

な
っ
た
ら
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▼
届
け
出
は
お
早
め
に

　

学
生
や
自
営
業
な
ど
の
人
で
、
ま
だ

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な

い
人
は
、今
す
ぐ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、
障
が
い
者
に
な
っ
た
と
き
誰
に
で
も
、
支
給
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
年
金

を
受
け
る
資
格
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
納
め
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る
日
を
迎
え
る
た
め
、
若
い
こ
ろ
か
ら
の
着

実
な
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

まちのうごき

うぶごえ ご冥福をお祈りします

掲載期間：11 月 16 日～ 12 月 15 日届け出分　　（敬称略）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

二日市

丹 土

丹 土

諸 寄

二日市

対 田

久斗山

松　堀

岡　田

岡　田

桶　本

千　竃

森　上

山　本

と　も

華

竜

ほのか

心　菜

璃　子

倖　聖

哲 也

真

真

安 弘

学

貴 之

圭 佑

11月17日

11月20日

11月20日

11月21日

11月23日

12月  3日

12月  5日

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日

浜 坂

桐 岡

鐘 尾

芦 屋

浜 坂

中 辻

諸 寄

浜 坂

湯

諸 寄

浜 坂

正法庵

竹 田

丹 土

居 組

浜 坂

浜 坂

居 組

鐘 尾

丹 土

竹 田

歌 長

釜 屋

田 井

浜 坂

飯 野

福　田　忠　一

長谷坂　勝　之

坂　本　辰　子

乙　野　久　子

楠　田　キサノ

田　中　　馨　

岸　　　二禧惠

舩　岡　惠美子

倉　田　春　江

新　古　志茂野

下雅意　　勇　

山　本　理　加

岡　本　幸　子

田　渕　たみ江

島　田　敏　夫

俵　𠩤　敏　子

成　田　は　な

土　井　節　子

坂　本　恒　夫

岡　田　賴　子

坂　本　義　光

下　村　澄　枝

川　本　郁　男

仲　谷　照　子

清　原　要　藏

中　井　百合子

83

86

78

78

105

73

68

77

85

81

74

19

69

76

81

69

92

79

75

85

73

84

66

83

83

89

11月17日

11月18日

11月18日

11月19日

11月20日
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「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

諸 寄 （夫）新　 古　 功　 二
（妻）新　 古　　 悠　   12月12日

井 土 （夫）井　 上　　 強　
（妻）本　 告　 郁　 代   12月12日


